
 

平成 28 年度「考動力」作文コンテスト高校生の部・執筆要項 

 

1．本コンテストの目的 

関西大学では、文章を書くことを通じて考える力・表現する力を培い、身につけたそれらの力を

発信する場として「考動力」作文コンテストを実施しています。本作文コンテストは、伊丹市教育

委員会と協力して実施するものであり、高校生・大学生の自己発信の支援を行うものです。 

 

2．募集内容 

(1)小論文部門 

 本コンテストで求める小論文は、自ら問いを設定し、問いに対する自分の答えを述べ、なぜそ

う言えるのかという理由について、客観的な根拠をもとに筋道を立てて説明し、読み手を説得

する文章です。 

 他者の意見や調査データを必ず文章内に引用してください。そのさい、ウェブの情報のみでは

なく、本、論文、新聞記事などを含めて 2種類以上の情報を用いることとします。文章内での

引用の方法や参考文献一覧の書き方は、この要項内の「6．文献の引用について」で確認してく

ださい。 

 下記の○○にあてはまることばを自分で設定し、タイトルを自由につけ、800～2,000字程度で

書いてください。     

○○を良くするためには 

 

(2)ショートショート部門 

 本コンテストで求めるショートショートは、小説としての構成がしっかりしており、話の展開

に意外性のある、短編小説よりもさらに短い小説です。 

 テーマの指定はありませんので、自由にタイトルをつけ、400～2,000字程度で書いてください。 

 

3．応募の条件 

 作品は自作、未発表、日本語で書かれたものに限ります。 

 応募作品は返却しません。 

 入賞作品の著作権は、関西大学に帰属します。 

 入賞作品は、氏名・学校名・学年・作品全文をホームページや印刷物などに発表します。 

 剽窃（コピペ）は厳禁とします。発覚した場合は参加を取り消します。 

 

4．応募方法 

Word（40字×30行、横書き）等で A4用紙に作成、または、400字詰の A4横書き原稿用紙に手

書きで作成し、所定の応募用紙を表紙として、高校の先生に提出してください。 

個人で応募する場合は、下記の住所に郵送で原稿をお送りください。 

  【宛先】〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35 関西大学ライティングラボ 

なお、応募期間は平成 28年 9月 1日（木）～平成 28年 10月 14日（金）です。郵送の場合は締

切日必着とします。 

 

※続きがあります 



 

5．表彰 

【小論文部門】最優秀賞 1名、優秀賞 2名 

【ショートショート部門】 最優秀賞 1名、優秀賞 2名 

入賞者には表彰状と図書カードを贈呈し、応募者全員に参加賞として記念品を贈呈します。 

なお、審査基準に満たないときは入賞者を「該当者なし」とさせていただくこともあります。 

 

6．文献の引用について 

本コンテストの小論文部門では、文章内に文献を引用することを求めています。文献を引用する

さいには、本文中に引用とわかるよう表記し、巻末に参考文献一覧として書誌情報を載せてくださ

い。下記に本文中での引用の方法と参考文献一覧の書き方を説明し、例を示しますので、参考にし

てください。なお、参考文献一覧は本文の字数に含めませんので、ご注意ください。 

 

【本文中の表記】 

 引用開始箇所に著者名と発行年を示し、引用終了箇所に著者名と発行年、およびページ数を示

すこと。 

 文章を直接引用する（一字一句違わず引用する）さいは、引用箇所を「 」でくくること。 

（例）石黒（2008）によると、接続詞の役割は「人のための論理を担うものである」ということ

である（石黒 2008, p.36）。 

 

【巻末の参考文献の書き方】 

 文献が複数ある場合は、著者の姓のアルファベット順に書くこと。 

 書誌情報は、著者名・発行年・著書名・発行者・ページ数の順に書くこと。 

（例） 

①本 

石黒圭（2008）『文章は接続詞で決まる』光文社、p.36。 

中澤務・森貴史・本村康哲（2007）『知のナヴィゲーター』くろしお出版、p.66。 

②論文 

山中伸弥（2009）「iPS細胞の可能性と課題」『日本内科学会雑誌』、98号、日本内科学会、p.71。 

③新聞記事 

朝日新聞「社説」2015年 6月 26日朝刊。 

④インターネットの情報 

文部科学省（2015）「大学等卒業者及び高校卒業者の就職状況調査」

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/27/05/__icsFiles/afieldfile/2015/05/19/1357985_01_2.pd

f 2015年 6月 26日閲覧。 

 

 

その他、何かわからないことなどありましたら、関西大学ライティングラボ（作文コンテスト

専用アドレス：con-sakubun@ml.kandai.jp）までお問い合わせください。 


